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ときがわ町平和都市宣言（案）意見募集結果に対する検討 

 「ときがわ町平和都市宣言」を制定するに当たり、意見募集を下記のとおり実施しました。 

 実施期間：平成２７年１２月２５日（金）～平成２８年１月２９日（金） 

 募集結果：２人 ２件 

№ ご意見 町の考え 

１ 「非核平和都市宣言」とし、「世界で唯一の核被爆国

で暮らす私達は、核兵器が廃絶され、世界の恒久平和

が実現されることを強く願うものです。」の意の内容を

加えてほしい。 

・ 昨年第７０回国連総会で、核軍縮関連の決議が５

７本採択されたそうですが、日本も「核兵器の人道

的結果」などの決議に賛成していて、ときがわ町も

そうした流れに沿って町政を進めるべきです。ずっ

と前ならしょうがないかもしれませんが、福島の事

故後でしかも国連で日本が態度表明しているので

すから、「非核平和宣言」がきわめて自然です。 

町民憲章の第１に「快適安全な町」を掲げるとき

がわ町で、わざわざ「非核」を入れない「宣言」で

は、何か特別な意図があるかと誤解を招きそうで心

配です。 

  「非核平和都市宣言」とすることについて 

世界各地では核兵器の保有をはじめ、武力紛争やテ

ロなど平和を脅かす様々な問題が起きています。こう

した平和を脅かす様々な問題のない、平和な世界の実

現のため宣言を行うものであり、原案のとおりとしま

す。 

  

 

 

「「世界で唯一の核被爆国で暮らす私達は、核兵器が

廃絶され、世界の恒久平和が実現されることを強く願

うものです。」の意の内容を加えてほしい」ということ

について 

宣言はご意見の主旨を十分反映していると考えてお

りますので、原案のとおりとします。 



２ 

 

２ 日本語としての平明さとともに、文章としての品格

も必要です。また、「被曝」したからこそ、かつて政府

自ら「非核三原則」を決めた経緯があります。「恒久平

和」と「非核三原則」は一体不可分のものとして表明

すべきと考え、太字のように修正することを提案いた

します。 

   清らかな水と豊かな緑にが調和した、快適で安全な

町で平和に暮らすことは、私たちときがわ町民の願い

です。しかし、世界各地では、武力紛争により多くの

尊い命が奪われ続けており、我が国においても戦後７

０年が経過し、戦争の惨禍を記憶している世代も少な

くなりが風化しつつあります。 

    私たちときがわ町民は、世界の恒久平和の実現と、

唯一の戦争被爆国の国民として、二度と凄惨な出来事

を起こさないため、核兵器の廃絶と世界の恒久平和の

実現非核三原則の遵守を強く願い、先人の築き上げて

きた平和実現への努力を後世に伝え、世界平和の実現

に寄与することを誓うため、合併１０周年を期して、

ここに非核平和都市を宣言します。 

    ※ 「武力紛争」→政治的弾圧もあります。 

 ※ 「を記憶している世代も少なくなり」→単に「人」

「清らかな水と豊かな緑にが調和した」とすること

について 

町民の皆様とともに「水」と「緑」に調和した町を

つくり平和に暮らすことを願う主旨であり、原案のと

おりとします。 

「武力紛争」とすることについて 

 ご意見のとおり、「政治的弾圧」も含め、世界各地で

は、武力紛争やテロなどにより尊い命が奪われ続けて

いることから、「武力紛争など」に修正します。 

「多くの尊い命が奪われ続けており、」とすることに

ついて 

 世界各地では、武力紛争などにより尊い命が奪われ

続けていることから、ご意見のとおり修正します。 

「戦争の惨禍を記憶している世代も少なくなりが風

化しつつあります。」とすることについて 

 戦後７０年という歳月の経過により、戦争の悲惨さ

を記憶（体験）している世代も少なくなりつつありま

す。戦争を記憶（体験）している世代が少なくなるこ

とで、戦争の悲惨さが後世に伝えられなくなることを

危惧するもので、二度と凄惨な出来事を起こさないと

いう意思で表すものであり、原案のとおりとします。 



３ 

 

だけではなく、社会的状況として 「世界の恒久平和の実現と、唯一の戦争被爆国の国民

として、二度と凄惨な出来事を起こさないため、核兵

器の廃絶と世界の恒久平和の実現非核三原則の遵守を

強く願い」とすることについて 

 「唯一の戦争被爆国」は、核実験による被爆国も存

在することから、原案のとおりとします。 

 「非核三原則」については、「核兵器の廃絶」を明記

することにより、宣言の主旨は伝わると考え、原案の

とおりとします。 

「ここに非核平和都市を宣言します」とすることに

ついて 

世界各地では、核兵器の保有をはじめ、世界各地で

は核兵器の保有をはじめ、武力紛争やテロなど平和を

脅かす様々な問題が起きています。こうした平和を脅

かす様々な問題のない、平和な世界の実現のため宣言

を行うものであり、原案のとおりとします。 

 

 


